
　埼玉建築設計監理協会の法人化３０周年を機に始まった卒業設計コンクール展は、一般社団
法人へ移行した協会の主要な活動として位置づけられています。コンクールは、その趣旨に賛
同いただいた多くの企業・団体、共催・協賛団体の協力により運営されています。
　昨年からは、感染対策をし、作品を展示し公開審査を行っております。今年は会場を川口リ
リアに移し、１２の大学の学部から２９作品が応募し、埼玉賞候補作品は１７作品、自由テー
マの作品は１２作品となりました。
　今後、埼玉県知事賞、準埼玉賞受賞の作品については、関連した自治体へのプレゼンテーシ
ョンや展示を行う予定です。卒業設計での提案を基に、産官学が連携して地域の問題解決や賑
わい創出ができることを期待しています。

　

□　開催主旨

　　昨今の都市計画や建築デザインに於いても、ＩＣＴ革命時代にふさわしい斬新な発想が
　　求められています。そのような中、新しい時代の第一線で活躍が期待される建築系学生の能力向上、育成を図る目的で、
　　次代を先取した意欲ある作品を募集し、若い学生達の考える創造価値と熱意を奨励します。特に、当協会としては、
　　「埼玉」を分析し、再構築を試みることにより街づくりの活性化を図り、地域を変える起爆剤となるような夢溢れる作品
　　を待っています。

□　テーマ、募集作品

　　（１）埼玉をテーマとした作品（埼玉県知事賞対象候補）

　　（２）自由テーマの作品
　　上記の分類による都市や建築デザインをテーマとした作品の卒業設計を対象とします。
□　受賞者および作品

      埼 玉県知事賞　１作品…テーマ(1) の作品の中で最も優れた作品 （副賞として海外研修旅行目録・30 万円相当）
　　準  埼  玉  賞　１作品…テーマ(1) の作品の中で優れた作品　　 （副賞として 5 万円相当の目録）
　　埼玉建築設計監理協会賞　１作品…募集作品の中で最も優れた作品〔埼玉県知事賞受賞作品を除く〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（副賞として海外研修旅行目録・20 万円相当）

　　準埼玉建築設計監理協会賞　１作品…募集作品の中で優れた作品〔埼玉県知事賞受賞作品を除く 〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（副賞として 5 万円相当の目録）
　＜全作品対象＞
　　特別審査員賞　　　　　３作品…各大学の先生による審査とします（副賞として 3 万円相当の目録）
　　埼玉県住宅供給公社賞　１作品…まちづくりを題材とした作品（副賞として 3 万円相当の目録）
　　さいたま住宅検査センター賞　２作品…住宅を題材とした優れた作品（副賞として 5 万円相当の目録）
　　ＪＩＡ埼玉賞　　　　　３作品…優秀な提案、建築家に相応しい作品。
　　　　　　　　　　　　　　　　　卒業設計を行った年度の大学学科の所在地が埼玉県内である応募者の中から、JIA埼玉会
　　　　　　　　　　　　　　　　　員が独自に選出します。JIA埼玉最優秀賞1名、JIA埼玉優秀賞2名を選定し、JIA全国学
　　　　　　　　　　　　　　　　　生卒業設計コンクールに３作品程度推薦します。
　　総合資格学院賞　　　　２作品…社会に飛び出す若駒のエネルギッシュな作品（副賞として 5 万円相当の目録）
　　日 建 学 院 賞　　　　２作品…来場者の投票により選ばれた作品（副賞として 5 万円相当の目録）
　　奨　　励　　賞　　　　適　宜

□　審査員　作品出展校から各学部の先生１名、埼玉県 (１名 )、さいたま市 (１名 )、大手建設業（１名）
　　　　　　(一社)日本建築学会関東支部埼玉支所 (１名 )、 ( 一社 ) 埼玉建築士会 (１名 )、
　　　　　　(一社) 埼玉県建築士事務所協会 (１名 )、( 公社 ) 日本建築家協会埼玉地域会 (JIA 埼玉 )(１名 )
　　　　　　(一社)埼玉県建設産業団体連合会 (１名 ) 、埼玉県住宅供給公社 (1 名 )
　　　　　　(一財)さいたま住宅検査センター(１名)、当協会賛助会員(１名)、当協会会員より数名
□　主　催　(一社)埼玉建築設計監理協会
　　協　賛　(一社)日本建築学会埼玉支所、（一社)埼玉建築士会、(一社)埼玉県建築士事務所協会
　　　　　　(公社)日本建築家協会埼玉地域会(JIA埼玉)、(一社)埼玉県建設産業団体連合会、埼玉県住宅供給公社
　　　　　　(一財)さいたま住宅検査センター、(一社)埼玉県建設業協会、(一財)埼玉県建築安全協会
　　　　　　生和テクノス㈱、松坂屋建材㈱、総合資格学院、日建学院、スミダ工業㈱、㈱八洲電業社、㈱蓮見工務店、
　　　　　　エスケー化研㈱、生涯スポーツ建設㈱、㈱中西製作所、大成建設㈱、和光建設㈱、㈱田中工務店、柏木建設㈱、
　　　　　　㈱佐伯工務店、㈱島村工業
　　後　援　埼玉県、さいたま市、テレビ埼玉

建築系学生奨励事業
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私が住む北本市には多くの神社がある。責任役員や祭事等に関わる総代は地域活動に積極的である
が、高齢であることが多く、年々衰退の兆しがみられる。
跡継ぎがいない等の理由から、宮司が常勤する神社が減り、北本市では髙尾氷川神社のみとなった。
一方で神社にはまだ子どもたちにも楽しんでもらえる伝統が残る。
夏には屋台も出る祭りが行われ、初詣には夜中から多くの参拝者が参道に並ぶ。
神社の文化が残りつつも失われ始めている今が再生の最後のチャンスであると考え、まだまだ社会
活動に貢献したい氏子を中心とした文化圏の繋がりを創出し、神社が生み出す多世代コミュニティ
プログラムを提案する。

実践女子大学生活科学部 生活環境学科　 宮本  早紀

北本循環交流神社北本循環交流神社　 ～氏子が生み出す多世代コミ ュニティ ～
埼玉県知事賞

学び

社殿やその周り で合唱や合奏ができ る社殿やその周り で合唱や合奏ができ る社殿やその周り で合唱や合奏ができ る
階段ス テージを 有する 空間。階段ス テージを 有する 空間。階段ス テージを 有する 空間。

平面図

髙尾氷川神社： 植物

石戸氷川神社： 語学

白山神社： 習字

本宿天神社： 音楽

遊び

平面図

木々に囲ま れた小さ な部屋に設置さ れた木々に囲ま れた小さ な部屋に設置さ れた木々に囲ま れた小さ な部屋に設置さ れた
ボード ゲーム や将棋を 楽し む空間。ボード ゲーム や将棋を 楽し む空間。ボード ゲーム や将棋を 楽し む空間。

初山の例大祭では多く の

屋台が並ぶ。

神明神社： パーティ

八幡宮：
手作り 道具遊び（ 外）

石戸八雲神社：
手作り 道具遊び（ 内）

東間浅間神社： アナロ グゲーム

北本市の
神社の特徴

［ 髙尾氷川神社・ 兼務社］

髙尾氷川神社　 　 　 須賀神社　 　 　    本宿天神社　 　    東間浅間神社　 　   石戸八雲神社　 　  石戸氷川神社

厳島神社 ( 弁財天 )   竹乃子浅間神社　 　 黒稲荷神社　 　   二ツ 家稲荷神社　   蔵前愛宕神社　 　 　  北袋神社　 　 　  遠藤稲荷神社

［ 社殿に人が入れない神社］

遠藤稲荷神社　 　     黒稲荷神社　 　   宮内厳島神社　 　     厳島神社　 　      コ ッ ホ 北里神社　

八幡宮　 　 　   二ツ 家稲荷神社　    金毘羅権現堂         石戸宿八雲神社

徒歩・ 自転車ルート

バス ルート と ゾ ーンの設定
神社と 移動手段のない子ど も や高齢者が利用する 場所を マッ ピ ン グし 、 それら や神社を 中心に
市内を 循環する バス ( ワ ゴ ン 車 )ルート と 近隣の神社を つなぐ 自転車や徒歩のルート を 設定。
バス ルート を 学習や文化など 年齢に関係なく 学ぶ「 学び」、 自然と 触れ合いながら 年齢の壁を
なく し て交流を 育む「 遊び」、 無理なく 継続的にエク ササイ ズを 行う 「 動き 」 の３ 項目にゾ ー
ニン グし 、 それぞれを 短く 分けてバラ ン ス 良く 配置し 、 市内の各神社を 巡っ て様々な体験を 楽
し む計画と する 。
それぞれのゾ ーニン グに合わせて神社や周辺環境の特性を 生かし たプロ グラ ム を 設定する 。

東間浅間神社～本宿天神社 石戸氷川神社～石戸八雲神社

動き

平面図

簡単なエク ササイ ズを 楽し んだり 、簡単なエク ササイ ズを 楽し んだり 、簡単なエク ササイ ズを 楽し んだり 、
木陰のベン チで団ら んを する 空間。木陰のベン チで団ら んを する 空間。木陰のベン チで団ら んを する 空間。

中丸氷川神社： 武道

石戸宿天神社： ﾊ゚ ﾗｽﾎ゚ ﾂー

北袋神社： 体操

宮内氷川神社： 体操

北本循環交流神社
～氏子が生み出す多世代コ ミ ュ ニティ ～
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神社

小学校

幼稚園・ 保育園・ こ ど も 園

老人ホーム

市役所　 　 　 　 ☆　 駅

病院　 　 　 　 　 △　 団体

「 学び」

「 遊び」

「 動き 」

 自転車
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TOYOTA やSkyDrive、スズキ等の
企業が空飛ぶ車や物流ドローンの開発
を行なっている。
また、イギリスでは空飛ぶバスなどの
大規模輸送の開発が進んでおり、地上
の交通インフラが軽減され、空に移る
日が近いといわれている。 
我々は地球の次は宇宙で生活すると考
えきたが、空やインフラから解放され
た地上に魅力ある居住空間の構成方法
を探り、都市研究の対象を広げること
が必須であると考える。
大宮は数々の新幹線や在来線、幹線道
路や高規格幹線道路が集中し、国交省
まで有しており、これまで日本の都市
交通インフラをリードしてきた大宮こ
そが本研究のスタートを切るべき都市
であると考える。

実践女子大学生活科学部 生活環境学科　高波  晴夏

Green.Blue.Stage.Less　Green.Blue.Stage.Less　～世界を導く 大宮浮遊鉄道・都市計画～
準埼玉賞

Blue Stage

NEST

ぽこぽこ

労働環境のための高層ビルなどが密集した先進的な生活を
するステージである。
光や雨がふりそそぐ空隙を取り囲むような光り輝く都市を
創出され、以下に主眼を置いて計画されている。
・Green Stage に向かって建物が伸びる。
・空飛ぶ車のプールを建物ごとにもつ。
・ファサードにはアクティブな空間が浮かび、フロアには
 ユニ バーサルスペースが広がる。
 コアを中心にもつ各層が螺旋 状に配置されたコミュニ
 ティボ リュームで繋がっていく。

オンラインスペース・コワーキングスペース・仮眠室・キッチ
ン・ソファースペース・ベランダの 6 つの空間が存在する。
上下階の移動や突出した床を伸ばし車が停車することが可能。
隣からは中の様子が見えないため、プライバシーが保たれる。

空飛ぶ車や電車等の交通のインフラの役割
を担う隙間の空間となる。

各 Stage の移動は、空飛ぶ車、空飛ぶバス、
空飛ぶ電車となる。1 階には駅や、タクシー
乗り場があり 2 階にバス停を設置する。

Stage Less

Stage Less 平面図

商業施設ビル間にある吹き抜けの空間では誰でも使用すること
が出来る商業施設とオフィスが入れ混じっている。

〜

Blue Stage と Greem Stage の間の両都市を引き合う建築で
ある。
Gravity の内部には、仕事と生活をつなぐ文化的な空間が存
在する。
L 字型の空間には人工的な自然の広場が広がっており、自然
に溢れた Green Stage から人工的に植えられた自然のある
Gravity、 人工的な Blue Stageに繋がる。
一部の空間を突出させ、Blue Stage と同様に「ぽこぽこ」
が存在する。また、Blue Stage の「NEST」とつながる部分
には公共施設を設け空間に一体感をもたせる。

Green Stage
以下のようなものを主眼においた木々が豊か
で緩やかな起伏をもつステージの中に縫うよ
うな散歩道と小さな家々が存在する居住空間
で大地と緑と共生しながらのんびりと健康的
な生活を送る牧歌的なステージである。

住宅は 1 階にリビングがあり、地下へと伸び
る地中ハウスと地上へと伸びるツリーハウス
の 2 種類が存在する。
・設置性を考慮した小規模な建築の集合
 体とする。
・自動車交通の消滅により街区割り が
 不要となる。
・移動手段は身の丈に合った徒歩、自転車、
 セグウェイ、キックボード等を利用する。 
・Green Stage の中に溶け込み、  家族が自
 然と集まる空間である。
・木々に囲まれ、プライバシーが保たれた開放的な空間とする。  

  

   

  地下ハウス平面図

ツリーハウス 1 階             地下ハウス 1 階

ツリーハウス 2 階平面図

ツリーハウス 3 階平面図ツリーハウス 3 階平面図

ツリーハウススス 222 階階階平面図平平階平平平

階平面図

Gravity

地下ハウス平面図

階             地下 ウ 階ツリーハウス 1 階             地下ハウス 1 階ス 1 階          地下 ウス 1 階

Blue Stage

Gravity
Stage LessStage LessStage Less

Green StageGreen StageGreen Stage



工学院大学建築学部建築デザイン学科　馬場  琉斗

東京浸透水域　-根となる擁壁の更新と幹となる建築の更新-東京浸透水域　-根となる擁壁の更新と幹となる建築の更新-
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東京に浸透水域をつくる。現代の建築、土木は目に見える上層のコンテクストのことしか考えら
れていないのではないか。
線路に新しい浸透水域という役割を見つけ、大地に蓋をしている擁壁、建築を更新することで、
土木の寿命、大地への荒廃した関係、緑地の減少など土木の転換期である現在に、動植物の生息
域の拡大、人のコミュニティの創生、新しい風景を見せることはできないか。今後も必要不可欠
な土木インフラに対しての新たな共生作法、解決策として浸透していく。
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東京都あきる野市養沢は、かつて林業で生活基盤を確立していたが衰退してしまっている。
そのため、人工林を活用していく必要がある。
一方、養沢活性化について活動している団体は複数存在しているが、協働の動きはなく疎遠な状態
である。従って、養沢で活動している団体を継ぎ、地域全体で活性化を目指す事が重要だと考える。
本設計では、厩を改修することにより、林業の歴史を継ぎ「学びのカフェ」によって、養沢活性化
を目指す人々を継ぐ。
それによ り、養沢の将来を担う人へ脈々と受け継がれていくことを目的とする。

日本工業大学建築学部建築学科　野本  榛奈

受け継ぐ学び舎受け継ぐ学び舎
－厩の改修と道具小屋の再生による養沢活性化－

準埼玉建築設計監理協会賞
ＪＩＡ埼玉優秀賞

①厩 ②廃屋

02.資源と厩の現状

「七夕にサトイモの葉の上の朝露を墨にして短冊に書くと字が上
達する」という話がある。また、「日本武尊が御岳山に寄り、疲
弊した兵士に沢の水を飲ませたところ回復した。」という伝説も
ある。この伝説により沢の名前を「養沢」にしたという言い伝え
がある。

川川

動　物

畑畑
池谷さんとそらあけの会のメンバーが管理
する畑。特産品であるのらぼう菜、じゃが
芋、ブルーベリーなど季節の野菜を収穫す
ることができる。

池谷さんとそらあけの会のメンバーが管理
する畑。特産品であるのらぼう菜、じゃが
芋、ブルーベリーなど季節の野菜を収穫す
ることができる。

ホタル、キツツキ、クマやシカ、ムササビ
など多種多様な動物を見ることができる。
ホタル、キツツキ、クマやシカ、ムササビ
など多種多様な動物を見ることができる。

大山主である池谷さんの山も活動の場とし
た設計を行う。設計は厩の改修、道具小屋
を新築する。

■計画地

茶畑と休憩所

わさび田

そらあけの会に参加して発見した森の魅力や
学んだことを表している。
また、養沢の文化や厩の現状も表している。

■森の俯瞰図

植物

オカメ笹 手作り竹かご 茎のモビール

杭づくり
山道を作る際に杭が必要になる。

皮をむくことで腐りにくく長く保つことができる。
皮むきしやすいヒノキ材を使用する。

養沢の風習

山道の様子

休憩所
写真はそらあけの会参加時の昼食の様子。
養沢の水で作ったお味噌汁を作った。
写真はそらあけの会参加時の昼食の様子。
養沢の水で作ったお味噌汁を作った。

枝打ち
家の柱や梁になるまっすぐな良材を作る作
業のこと。梯子やステップを使い木に登り
ながら余分な枝をナタで切り落としていく。
枝がなくなり光が入り視界が開けることを

そらあけという。

軍道紙、黒八丈、五日市憲法草案などがある。

養沢の文化

竹林

茶畑

畑

養沢川

氏神様

高齢林

休憩所

広葉樹林

95年生 スギ・ヒノキ

都道201号

休憩所

わさび田

枝打ち見本

間伐

未間伐

若齢林

キツツキ穴あけ

馬頭観音

①①厩厩厩
②②廃屋廃屋廃屋

横根峠

山菜

厩の現状調査

。。

(1)厩の構造
1階は梁が落ちて腐っているところがあった。
2階は使われなくなった道具が大量に置かれていた。
3階は床板がはがれているなど危険な箇所があった。
伝統工法や釘を使わず継いである部分が見受けられた

(1)厩の構造
1階は梁が落ちて腐っているところがあった。
2階は使われなくなった道具が大量に置かれていた。
3階は床板がはがれているなど危険な箇所があった。
伝統工法や釘を使わず継いである部分が見受けられた。

(1)厩の構造
1階は梁が落ちて腐っているところがあった。
2階は使われなくなった道具が大量に置かれていた。
3階は床板がはがれているなど危険な箇所があった。
伝統工法や釘を使わず継いである部分が見受けられた。

資源を活用して
人材が嬉しい。

将来山をどう展開
していくのか
ビジョンがない。

市街在住のため
声をかけにくい。
交流の場が少ない。

大山主であるため
声をかけにくい。
市街在住のため
交流が少ない。

各団体や個人を
結びつける設計
各団体や個人を
結びつける設計
各団体や個人を
結びつける設計

組織ではなく自由に活動したい

養沢活性委員会に誘ったが断られた

道具小屋・トイレ小屋断面図

学びのカフェ(厩改修）

学びのカフェ(厩改修)２階平面図

学びのカフェ(厩改修)３階平面図学びのカフェ(厩改修)３階平面図学びのカフェ(厩改修)３階平面図

道具小屋・トイレ小屋平面図道具小屋・トイレ小屋平面図道具小屋・トイレ小屋平面図

■ 設計の構成

観光客

・季節ごとに楽しむことができる。
・都心からのアクセスの良さ。
・豊かな自然と沢。
・山や木のプロがいるため安心。

・活動の場が広がる。
・挑戦したいことを自由に行動できる環境。
・他の団体との交流が生まれることで
　活性化し合える。

ボランティアさん
山主さん

・山を活用してもらえる。
・山の魅力を伝えるチャンスになる。
・養沢資源を活用した新たな
  ビジネスが生まれる可能性がある。
・興味を持った人がボランティア
 メンバーになる可能性がある。

・山に入ることができる。
・新しい人との交流ができる。
・リフレッシュの場所になる。
・見守りの機能につながる。

学びのカフェ

学びのカフェを通すことで観光客、移住してきた人、
ボランティアさん、住民にそれぞれメリットが生じる。

ビジネスを展開する個人、団体
養沢の住民
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(2)厩の歴史
以前の厩は、家畜を飼ったり収穫した野菜を
干したりする場所だった。
また、梁や雨戸には山仕事の仲間が賭け事を
した跡や木の採寸のメモが残っている。

(2)厩の歴史
以前の厩は、家畜を飼ったり収穫した野菜を
干したりする場所だった。
また、梁や雨戸には山仕事の仲間が賭け事を
した跡や木の採寸のメモが残っている。

(2)厩の歴史
以前の厩は、家畜を飼ったり収穫した野菜を
干したりする場所だった。
また、梁や雨戸には山仕事の仲間が賭け事を
した跡や木の採寸のメモが残っている。

養沢にゆかりのある人 養沢が好きな外部の人

そらあけの会
そらあけの会の活動場所である
山の山主さん。
育林を行っている

活動場所の山主 設立時代表 設立時代表 会メンバー 会メンバー

養沢活性化委員会
住民による養沢活性化を目指す団体。空き家対策や植樹など行われている。

あきがわ木工連キトコト
多摩地域で長年木と向き合って
きた木工職人の技術集団

古民家大峰を
経営

養沢で生まれ育った
若手メンバー

忍者活動を
している

苔庵COQUEA経営
子供たちに木育や林業体験学習を行う

学びのカフェ(厩改修)断面図
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東洋大学理工学部建築学科　山口 華奈

自然と暮らす　-他生物の器となりうる建築-

特別審査員賞
ＪＩＡ埼玉最優秀賞

ものつくり大学技能工芸学部建設学科　渡邉 啓介

仮設的な山羊小屋のビルド/デザイン仮設的な山羊小屋のビルド/デザイン
埼玉県東松山市農園の看板ヤギレスキュー

特別審査員賞

樹木が林立する様子は、疎密あるランダムな配置によって周囲にあいまいな奥行き感をつくり出す。 
そんな樹木たちの挙動を感じながら送る 生活を提案する。
私は卒業設計を進めながら二冊の本を読んだ。
エクスキュル/クリサート著の「生物から見た世界」と、レヴィストロースの「野生の思考」だ。
これらの本を読み、自分捉えている自然環境が実は実世界の一部分しか捉えられていないかもしれ
ないと感じた。自然には、そんな人間の本質的なレベルを上げる力があると思っている。

東洋大学理工学部建築学科　山口 華奈

自然と暮らす　-他生物の器となりうる建築-

員賞
玉最優秀賞

樹木樹木樹木樹木樹木樹木樹木樹木樹木樹木樹木樹木樹木樹木樹木樹木樹木木木樹木木樹木木木樹木樹木樹木樹木木木樹木木木木木樹木木木木樹木木木樹木木木木木木木木木木樹木樹木が林が林が林が林が林が林が林が林が林が林が林が林が林が林が林が林が林が林がががが林が林が林が林が林が林が林が林が林が林が林が林ががが林が林が林が林が林が林林が林林が林が林が林林が林が林がが林がが林が 立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立す立立すすす立す立す立すす立立すするる様る様るる様る様る様る様る様る様る様る様る様る様る様るる様る様る様る様る様る様る様るる様る様様るる様るる様るるるるるる様る様るる様るるる様る様るるるるるるるる様るるるる 子は子は子子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子は子はは子は子は子は子は子は子は子は子ははは子は子は子は子は子は子は子は子は子 、、、、疎、疎、疎、疎、疎、疎、疎、疎、疎、疎、疎、疎、疎、疎疎、疎、、、疎疎疎、疎、、、、、、、、、疎、、、、、疎、、、疎、 密あ密あ密あ密密あ密あ密あ密あ密あ密あ密あ密密あ密ああ密あああ密あ密あ密あ密あ密あ密あ密ああああ密ああ密あ密あ密あ密あああああああ密密あ密密あるラるるラるラるラるラるラるラるラるラるラるるラるラるラるラるラるラるラるラるラるラるラるラるラるラるラるラるラるラるラるララるラるラるラるラるラるラるラるラるるラるラるラるラるラるるラるララるラるララランダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンンダンダンダンダンダンダンダダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダンダムなムなムなムムなムなムムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムなムムなムなムなムなムなムななムななムムななムなム 配配配置配置配置配置配配配配配配配配配配配配配配配配配配 によによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによによにによによよよによによによによよによによよによによによにによによによってってってってってってってってってってってってっててってってってってっててってってってってってってってってってってってっててってってってってってってってってってっってってってってってってってってってっててっ 周囲周周周周囲周周囲周周囲周囲周囲囲周囲周周囲周周囲周周周周周囲周周囲周囲周囲周周囲囲周周周周 にあにあにあにあにあにあにあにあにあにあにあにあにあにあにあにあにににあにあにあにあにああにあにあににあににあににあにあにあにあにあににああににあにあにあににああにににあににああにあににあににあいいまいまいまいまいまいまいいまいまいまいまいまいまいまいいまいまいまいまいままいまいまいまいまいまいまいまいいまいまいまいまいままいまいまいまいいいいまいまいまいいまいいまいいいまいいい いないないないないないないないないないないないないないないないないないないないないないないないないないないないないないなないないないないないななないないないいないないないないいないないないなないいななない 奥行奥行奥行奥行奥奥行奥行奥行奥行奥行奥行奥行奥行奥行奥行奥行奥行奥行奥行奥行奥行奥行奥行奥奥行行奥行奥行奥行奥行行奥行奥行行奥行奥行行奥行奥行奥行奥行奥行行奥行行行奥奥行行行きき感ききき感き感きき感き感き感き感きき感き感き感き感き感きき感感感き感き感き感き感き感き感き感きき感き感きき感きき感ききき感ききき感ききき感きき感をつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつつをつをつつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつをつつをつをつをつをつをつをつをつををつつつをつつつつくりくりくりくりくりくくりくりくりくりくりくりくりくりくりくりくりくりくりりくりりくりくりくりくりくりくりくりくりくりくりくりくりくりくりりりくりくりくりくりりくりくりくりくりりくりくりくりくり出す出す出す出す出す出す出す出す出す出す出す出す出す出す出す出す出す出すすすす出す出す出す出す出す出す出す出す出す出出す出す出す出す出すすす出す出す出す出すす出す出すす出す出すすすすすすすすすす。。。。。。。
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樹木が林立する様子は、疎密あるランダムな配置によって周囲にあいまいな奥行き感をつくり出す。 
そんな樹木たちの挙動を感じながら送る 生活を提案する。
私は卒業設計を進めながら二冊の本を読んだ。
エクスキュル/クリサート著の「生物から見た世界」と、レヴィストロースの「野生の思考」だ。
これらの本を読み、自分捉えている自然環境が実は実世界の一部分しか捉えられていないかもしれ
ないと感じた。自然には、そんな人間の本質的なレベルを上げる力があると思っている。

埼玉県東松山市には、田畑として利用されなくなった休耕地を再利用した月田橋渓流の郷農場がある。
そこではヤギが飼育されており、既存の山羊小屋は木製パレットや単管パイプの簡易的な小屋である。
そのため隙間が多く、台風や大雨による雨漏れや破損しやすく、ヤギが生活する運動場は周りの地面
より低く、浸水被害もある。現況はヤギにとって悪条件であるため、ヤギが安心できる小屋の制作が
望まれた。これらから、ヤギの行動や環境の変化に応じて可変しやすいように管理者と学生が施工し
ながら農園全体の構想を担う仮設的なビルド/デザインを試みる。

N

オス エリ ア

既存オス 小屋

既存メ ス 小屋

新設メ ス 小屋

新設オス 小屋

簡易小屋

簡易小屋

パレ ッ ト 遊具

簡易日影

簡易日影

メ ス エリ ア
ト イ レ

N

個室を 高床にし ， 竹製のス ロ ープを 取り 付ける こ と で
糞が流れ， 尿は隙間から 落ちる こ と で清掃し やすい。

メ ス は頭数が多いため、
中央に通路、 両側上段に
半畳の個室を ８ つ配置。
両側下段に糞尿処理のた
めのス ロ ープを 付け、 単
管パイ プと 遮光シート で
屋根を 延長。 防風ネッ ト
で冬の北風を 防ぐ

 竹穂垣のエササク 柵（ オス 小屋 Ver.1.1） 竹穂垣のエササク 柵（ オス 小屋 Ver.1.1） 竹穂垣のエササク 柵（ オス 小屋 Ver.1.1）

A－Aʼ オス ヤギ小屋断面図　 S= 1:20　

新設メ ス ヤギ小屋

新設オス ヤギ小屋

オス 小屋平面図 ( 上 ) と メ ス 小屋平面図 ( 下 )

わら のエサカベ壁（ メ ス 小屋 Ver.1.2）

フ ン糞のス ロ ープ（ 各小屋共通 Ver.1.0）

①

ヤギは冬場、 日向の暖かい場所を 好む。
寒い夜を し のぐ ため防風対策や断熱材、
食材と し て小屋の壁面にわら を 干し 冬を
越し たら 畑に敷き 藁と し て活用。

ヤギは冬場、 日向の暖かい場所を 好む。
寒い夜を し のぐ ため防風対策や断熱材、
食材と し て小屋の壁面にわら を 干し 冬を
越し たら 畑に敷き 藁と し て活用。

ヤギは冬場、 日向の暖かい場所を 好む。
寒い夜を し のぐ ため防風対策や断熱材、
食材と し て小屋の壁面にわら を 干し 冬を
越し たら 畑に敷き 藁と し て活用。

を

未開拓の竹林を 伐採する 際、 枝葉を
ヤギの小屋に活用。 葉はヤギの食料
にも なる ため量を 減ら すこ と ができ
る 。

オス は頭数が少ないため， 片側に通路を 寄せ， 上段に 1.5 畳の個室を  4 つ配置。
増える 可能性に備え、 単管パイ プと 木材のハイ ブリ ッ ト で拡張性を 持たせた。
南側は取り 外し 可能な開閉パレ ッ ト にス リ ッ ト の柵にし
餌やり 体験や観察ができ る 。 畑で使う 農具や餌置き の
収納ス ペース と し ても 効率化を 図る 。
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増える 可能性に備え、 単管パイ プと 木材のハイ ブリ ッ ト で拡張性を 持たせた。
南側は取り 外し 可能な開閉パレ ッ ト にス リ ッ ト の柵にし
餌やり 体験や観察ができ る 。 畑で使う 農具や餌置き の
収納ス ペース と し ても 効率化を 図る 。

計画

  上部オス ヤ ギ ス ペース
( 下部フ ン のス ロ ープ )

  上部メ ス ヤ ギ ス ペース
 ( 下部フ ン のス ロ ープ )

  上部メ ス ヤ ギ ス ペース
 ( 下部フ ン のス ロ ープ )

通路

通路

3
5
0

8
5

0
1
1
5
0

5
1

6
.6

2
8
6

6
.6

910

6
8
2
.5

6
8
2
.5

6
8
2
.5

5
0

8
5

0
8

1
1
2
0

3
4
1
.2

5
4

9
1
.2

5

4
9
1
.2

5
4
9
1
.2

5

910

3640

910 910

竹

パレ ッ ト

パレ ッ ト

パレ ッ ト

単管

遮光ネッ ト

ワ ラ

ワ ラ の上
波板ポリ カ

波板ポリ カ

柵

竹エサ柵

防風ネッ ト

防風ネッ ト

A
A
ʼ

10

3

一定の距離を 開ける 又は壁を 挟んだ状態で休息

餌を 集中さ せる と けんか

三尺

尺
三

個室の面積は半畳

水気の無い場所での休息

3
5
0

ヤギど おし が一定の

距離を 開けて休息，

も し く は壁を 挟んだ

状態で休息する 。

湿気や水気を 嫌い， 乾いた

土やパレ ッ ト の上も し く は地面から

離れた場所で休息を 行う 。

ヤギには序列が

あり ， 餌を 集中

さ せる と 取り 合

いになり 頭突き

する 。

ヤギ 1 匹当たり の

休息に必要な面積

は半畳以上であ る 。

ヤギの生態資集成 仮設的な工法・ 構法

③単管パイ プを掘り 込み桟木にパレ ッ
　 ト を 掛ける 納ま り の 3 案を 検討。

①角丸ク ラ ンプを 使用し た納ま り 。

②単管パイ プを掘り 込み単管パイ プに
　 パレ ッ ト を 掛ける 納ま り 。

私は自然が好きで植物を見ると癒される。私自身が自然と共存した暮らしを
送りたいという想いから、「自然と暮らす」を卒業設計の題目とした。

人は大自然や大都会の中にいると五感を総動員して環境を享受しようとする。
例えば、森林などのパワースポットへ行くと、人はその場所の持つパワーを
最大限取り込もうとする。

しかし一方で、風景が凡庸な街に暮らしていると体の感覚が内側に閉じていく。
この状態が長く続くと感受性が衰えていってしまう。
そこで都市の中にいながら大自然の中で暮らすことは可能だろうか、
という考えが生まれた。近年の住宅は環境への配慮が、環境との隔たりを生
み出してしまっていると感じる。
そんな近年の住宅に改善の余地があると考えた。

 01 窮屈な都市空間  - 背景 -

住宅の変革

 06 形態操作Ⅱ - 断面計画 -
■操作Ⅱ .a 「高さに応じた樹木との関係」
樹木は上の方（樹冠）と下の方では、枝葉の茂り具合に違いがみられる。
そこで高さが異なるいくつかの居場所を想定し、それぞれの床の高さが周囲
の樹木とどのような関係を結べるか考えた。

■操作Ⅱ .b 「斜面地建つ形」
斜面への設置の仕方は、居場所としての性格付けに大きくかかわる。

地形や既存樹木の位
置などを考慮し、木
立の根元に広がりを
見つける

一階部分に建築する
と、地面が持つ生態
学的なエネルギーを
抑圧してしまう

ボリュームごと持ち
上げる

ボリュームの中には独
立間の強調された場が
でき、下には斜面がそ
のまま通過するような
開放的な場が生まれる

樹冠に近づける位置に居場所を
つくる

高さの異なるいくつかの居場
所（床）を設定する

それぞれの居場所をつなぐこと
で様々な視点から樹木と向き
合うことが可能になる

 05 形態操作Ⅰ - 平面計画 -

樹木の位置を調査し、
木立のすきまを見つ
ける

木立に向き合うように
ボリュームを配置

それぞれにボリューム
に機能を持たせる

放射状の壁を配し、
壁の長さを調整する

■操作Ⅰ 「木立に建つ形」
樹木が林立する様子は、壁とは違い、疎密あるランダムな配置によって
周囲にあいまいな奥行き感をつくり出す。落葉樹であれば夏は日差しを
遮り、冬は取り込むなどと、足元の環境を季節ごとに調整してくれる。

農機具小屋

キッチンキッチンキッチン

玄関玄関玄関

リビングダイニングリビングダイニング

脱衣所脱衣所脱衣所

浴室浴室浴室

トイレトイレ

主寝室主寝室主寝室

リビングリビング

ダイニングダイニング

玄関玄関玄関

キッチンキッチンキッチン

脱衣所脱衣所脱衣所浴室浴室浴室

トイレトイレ 主寝室主寝室主寝室

リビングリビング

ダイニングダイニング

玄関玄関玄関

キッチンキッチンキッチン

脱衣所脱衣所脱衣所浴室浴室浴室トイレトイレ

主寝室主寝室主寝室

玄関玄関玄関

キッチンキッチンキッチン

リビングダイニングリビングダイニング

脱衣所脱衣所脱衣所浴室浴室浴室トイレトイレ

主寝室主寝室主寝室

子供部屋子供部屋子供部屋

ワークスペースワークスペース

Project 2 Project 2 Project 2 

 Project 1 Project 1 Project 1  

Project 3 Project 3 Project 3 
Project 4Project 4Project 4

は菜園 ドバイには菜園アドバイザ が おり駐し おりが常駐しておりザーが おりておりバ畑 は菜園 ドバイ畑には菜園アドバイザ がが常駐し おりが常駐し おりが常駐し常常が常駐しておりザーがが常駐しておりが常駐しておりが 、、

フラワーショップ内観。廃棄予定の「ロスフラワー」を仕入れ、販売を行う。その他、アレンジフラワーショップ内観。廃棄予定の「ロスフラワー」を仕入れ、販売を行う。その他、アレンジフラワーショップ内観。廃棄予定の「ロスフラワー」を仕入れ、販売を行う。その他、アレンジ
メント・ブーケ・スワック制作などのワークショップや、スタンド花の制作・回収を行う。メント・ブーケ・スワック制作などのワークショップや、スタンド花の制作・回収を行う。メント・ブーケ・スワック制作などのワークショップや、スタンド花の制作・回収を行う。

住戸 1住戸 1 住戸 2住戸 2

住戸 3住戸 3

住戸 4住戸 4パパパーゴラに這うアイパーゴラに這うアイラ うアイアイアイイイうアイうアイイビーやカロラインジビーややカロライやカロラインジやカロラインジやカロラインジラインジララインジやカロラインジインジインジやカロラインジイイ ジララインジラインジラ ジジャスミンなどのつるャスミンなャスミンなャスミンなャ なスミンなどのつるどのつるどのャスミンなどのャスャス が屋根の物がパーゴラに這うパパパパーゴラに這うアイパーゴラに這うラに這うに うアイうアイうアイイイうアイうアイパ イう イイう ビーやカロラインジビーややカロライやカロラインジやカロラインジやカロラインジラインジラララインジラインジやカロラインジやカロラインジインジラインジイイ ジやカロラインジララインジラインジインジジやカロラインジラララインジラインジライラインジやカロライや ラララインジラインジラインジラライ ジジジジジラインジジラララ ジャスミンなどのつるャャスミンなどのャスミンなどのャスミンなどのャスミンなどのャスミンなどのャスャスミンなどのスミンなどのつるどのつるどのャスミンなどのどのャスミンなどのスャスミンなどャスャスャスミンなどのャス 植植植物が屋根植物が屋根の植物が植物
るり代わりになににに 。代代わりになるななわりになるなな代代わりになる。になになる。代わりになる。代わりになる。になる。にな 住戸浴室の様子。浴室の近くにはリラックス効果のある植物（クチナシ）が

植えられている。
住戸浴室の様子。浴室の近くにはリラックス効果のある植物（クチナシ）が
植えられている。
住戸浴室の様子。浴室の近くにはリラックス効果のある植物（クチナシ）が
植えられている。

ベランダで苗木づくりに参加ベランダで苗木づくりに参加ベランダで苗木づくりに参加

街の木を使ったワーク街の木を使ったワーク街の木を使ったワーク
ショップを開催ショップを開催ショップを開催

樹木が多く落ち着いた雰囲気樹木が多く落ち着いた雰囲気樹木が多く落ち着いた雰囲気

作業場には集中力を高める作業場には集中力を高める作業場には集中力を高める
レモンの木を植えるレモンの木を植えるレモンの木を植える

様々な角度から樹木を観察様々な角度から樹木を観察様々な角度から樹木を観察

地域作物が食べられるレストラン地域作物が食べられるレストラン地域作物が食べられるレストラン

シェアキッチンシェアキッチンシェアキッチン

農具庫農具庫農具庫

誰でも利用可能なシェアキッチン。住民が日替わりで飲食店を営んだりイベントを
開いたりできる。
誰でも利用可能なシェアキッチン。住民が日替わりで飲食店を営んだりイベントを
開いたりできる。
誰でも利用可能なシェアキッチン。住民が日替わりで飲食店を営んだりイベントを
開いたりできる。

住戸キッチンの様子。常に樹木と隣り合わせの生活住戸キッチンの様子。常に樹木と隣り合わせの生活住戸キッチンの様子。常に樹木と隣り合わせの生活

葉っぱの色が変わってきた葉っぱの色が変わってきた葉っぱの色が変わってきた
落葉広葉樹落葉広葉樹落葉広葉樹

自分で作った野菜を調理自分で作った野菜を調理自分で作った野菜を調理

今日はワークショップを行います今日はワークショップを行います今日はワークショップを行います

レストランから出た生ごみはレストランから出た生ごみはレストランから出た生ごみは
コンポスターで肥料にコンポスターで肥料にコンポスターで肥料に

収穫したての野菜を収穫したての野菜を収穫したての野菜を
レストランへレストランへレストランへ

肥料を撒く人肥料を撒く人肥料を撒く人

クリスマスツリーとしてクリスマスツリーとしてクリスマスツリーとして
使われるメタセコイア使われるメタセコイア使われるメタセコイア

アレンジメント作る人アレンジメント作る人アレンジメント作る人

調理室調理室調理室

可 愛 ら し い 花 を可 愛 ら し い 花 を可 愛 ら し い 花 を
咲かせるツツジ咲かせるツツジ咲かせるツツジ

綺 麗 な色 の 実 が綺 麗 な 色の 実 が綺 麗 な色 の 実 が
なるバクチノキなるバクチノキなるバクチノキ

可愛らしい 花を可愛らしい花を可愛らしい 花を
咲かせるツツジ咲かせるツツジ咲かせるツツジ

葉が覆いかぶさり葉が覆いかぶさり葉が覆いかぶさり
屋根の代わりに屋根の代わりに屋根の代わりに

菜園アドバイザー常駐菜園アドバイザー常駐菜園アドバイザー常駐

レンタル畑レンタル畑レンタル畑

都市林業都市林業都市林業

農家レストラン農家レストラン農家レストラン

フラワーショップフラワーショップフラワーショップ

目の病気に効能があると目の病気に効能があると目の病気に効能があると
されているメグスリノキされているメグスリノキされているメグスリノキ

幹の表皮が剥がれ落ちた後の幹の表皮が剥がれ落ちた後の幹の表皮が剥がれ落ちた後の
班模様が特徴的なナツツバキ班模様が特徴的なナツツバキ班模様が特徴的なナツツバキ

茎 を 加 工 す る と た茎 を 加 工 す る と た
わしになるシュロわしになるシュロわしになるシュロ



第２ ３ 回卒業設計コ ン ク ール

日本女子大学家政学部住居学科　平原 朱莉

生木の風化と循環を体感する生木の風化と循環を体感する
-原始の思考と現代の技術で再生する人工林-

特別審査員賞

日本大学生産工学部建築工学科　野口 裕莉菜

みちが続く先にみちが続く先に

埼玉県住宅供給公社賞

日本では木々に限らず、そこに生きる動植物・落葉・山菜に至るまで、「森林の恵み」を享受して
生活してきた歴史があった。
しかし近年の日本人の意識 は大きく変わり、地球環境に負担となる活動を積極的に行うようになっ
ている。 そこで、山とスギにとって良い環境を保ちながら、人間が生木の風化と循環を体感できる
建築を、 切株を建築基礎として活用できないかという、建築構造の研究を活かして提案する。

日本では木々に限らず、そこに生きる動植物・落葉・山菜に至るまで、「森林の恵み」を享受して
生活してきた歴史があった。
しかし近年の日本人の意識 は大きく変わり、地球環境に負担となる活動を積極的に行うようになっ
ている。 そこで、山とスギにとって良い環境を保ちながら、人間が生木の風化と循環を体感できる
建築を、 切株を建築基礎として活用できないかという、建築構造の研究を活かして提案する。

日本では木々に限らず、そこに生きる動植物・落葉・山菜に至るまで、「森林の恵み」を享受して
生活してきた歴史があった。
しかし近年の日本人の意識 は大きく変わり、地球環境に負担となる活動を積極的に行うようになっ
ている。 そこで、山とスギにとって良い環境を保ちながら、人間が生木の風化と循環を体感できる
建築を、 切株を建築基礎として活用できないかという、建築構造の研究を活かして提案する。

少子高齢化やコンパクトシティによる商店街の衰退。
それでも商店街のまちの温かさやコミュニティを残していくためにはどうするべきか。
商店街らしさや商店街の魅力的空間を建築に引き込み、これからの商店街における「商い」と
「暮らし」のあり方を提案する。
５か所の空き地や空き家を改修し、使われていない場所をまちの人の居場所とする 。

建築(人の生活を 守る も の)と
人が「 依存」 の関係

Concept

建築＝守る

人の
安定的な生活

森林の流れ森林の流れ森林の流れを

可視化し た建築建築建築

森林＝人間の敵森林＝人間の敵森林＝人間の敵

建築(森林を 可視化し たも の)と
人が「 自立」 の関係

ex] 道・ 小屋

安定的な生活

人は安定的な生活を 捨て、
建築から 自立し 、

森林に身を 委ねる 。

森林の可視化に近い建築を 作る と 、 
建築と 人が自立の関係になり 、
人が森林に近づく こ と ができ る と 考えた。 

【 従来の自然的な建築】

【 提案する 建築】

生木の風化【 人工林内】

Phase　 　

20ha の敷地に小屋を点在さ せる

Phase　 　
切株の腐朽によ って、 小屋が移動し 、
土壌が活性化する

小屋の移動

山の奥に
拠点を 追加する

腐朽し た切株

① 開発拠点
・ 食 ： 草木の可食部を 開発する

　 　 →キ ッ チン を 設ける

・ 衣 ： ス ギの糸を 開発する

　 　 →棚・ 作業ス ペース を 設ける

・ 住 ： 家具を 開発する

　 　 →木屑を 土に還す

② 宿泊拠点
・ 林業家の人の空間

　 　 →就寝場所・ 物置を 設ける

・ キ ャ ン プの人の空間

　 　 →火・ 水を 確保する

・ バケ ーショ ン の人の空間

　 　 →イ ン テリ ア にこ だわる

③ 動物と 人を つなぐ 拠点
・ 鳥を 観察する 空間

　 　 　 →野外に出る ため、 高く する

・ 土中環境を 観察する 空間

　 　 　 →斜面と 触れ合う ため、 低く する

・ 狩猟のための空間

　 　 　 →動物を 弔い、 人間のいる 川下に

　 　 　 　 下ろ せる よ う にする

材料・ 構法

切株を 建築基礎と し 、

腐朽に伴い移動する 、

小さ な小屋の設計

→ 2 人で短時間でつく れ、 移動し たあと も 再利用でき る 、 軽く て運びやすい人工素材

用途

・ ポ リ ス チレ ン フ ォ ーム

・ 厚 さ 15 0m m

5 0 0

4 0 0 0

・ 炭素 繊維で で き た H 型鋼

・ 約４ kg 　 → ２ 人で 持ち 運び可能

1 0 0

4 0 0 0

・ 炭素繊維で で き た H 型鋼

・ 約３ kg 　 →２ 人で 持ち 運び可 能

2 0 0

1 00

2 00

3 0 0 0

2 0 0

2 5 0 0

・ ポ リ ス チレ ン フ ォ ーム

・ 厚さ 100 m m

6 0 0

5 0 00

デッ キ　 １ 枚
・ 丸 太を 横で 割 っ た も の

・ 厚 さ 10 0m m

8 0 0

5 0 0 0

・ 炭 素繊維で で き た H 型鋼

・ 約 ４ kg ／約５ .５ kg 　 →２ 人 で 持ち 運び 可能

2 0 0

5 0 0 0

1 0 0

1 0 0

4 0 0 0

4000

生木に刺す釘

（ BJ C リ ムボルト  M30）
　 床　 ： ４ 本 × 木２ 本分

　 天井 ： ４ 本 × 木２ 本分

46

53.1

19 110

30°
45°

）トーシグンィフール（ 

5 3 0 0

5 8 0 0

→２ ～４ 人で ３ ～６ 日程度 の 電力を 確 保可能。

・ Ja cke ry ポ ータ ブ ル電 源 15 00（ 1 800W ）
 　  35 5 m m ×2 6 5 m m × 2 5 3 m m

・ Ja cke ry So larSa g a  太陽光パネ ル（ 10 0W ）
 　  12 2 0 m m × 5 3 5 m m × 2 0 m m 　２ 枚  

→緊急 用。 持ち 運び の 浄水器で 飲み水と す る 。

・ 竹（ 屋根 ～タ ン ク の パイ プ ）

・ タ ン ク （ デッ キ で 貯 め て おく ）

5 5 0 0

車で運搬可能。

5500

3000
2500

立面図　 斜面下か ら断面図　 平行側か ら立面図　 斜面横か ら断面図　 斜面側か ら

① 「 食」 のシェ ア ハウ ス
　 　 　 ひと り 暮ら し を し ている 高齢者が集ま っ て住む場所。 共同で食堂を 開く 。

② 小商いの集合住宅
　 　 　 普段主婦を し ている 人や大学生など が小商いを する 土間ス ペース を も つ

③ 拡張する 暮ら し
　 　 　 暮ら し や商業は普段と 変わら ないが、 と なり の建物の余白を も ら い
　 　 　 食事ス ペース を 開いてみたり 、 ショ ッ プを 経営し たり

④ ま ちのひろ ば
　 　 　 近隣住民がこ の場所にやってき て商いを する 。 1日単位の貸ス ペース で自由に利用でき る

⑤ ま ちの休憩所
　 　 　 1階は商業2階は住宅の関係性を ゆる く する 案。 使われていない場所はま ちの人のシェ ア
　 　 　 ス ペース と なる

① 「 食」 のシェ ア ハウ ス
　 　 　 ひと り 暮ら し を し ている 高齢者が集ま っ て住む場所。 共同で食堂を 開く 。

② 小商いの集合住宅
　 　 　 普段主婦を し ている 人や大学生など が小商いを する 土間ス ペース を も つ

③ 拡張する 暮ら し
　 　 　 暮ら し や商業は普段と 変わら ないが、 と なり の建物の余白を も ら い
　 　 　 食事ス ペース を 開いてみたり 、 ショ ッ プを 経営し たり

④ ま ちのひろ ば
　 　 　 近隣住民がこ の場所にやってき て商いを する 。 1日単位の貸ス ペース で自由に利用でき る

⑤ ま ちの休憩所
　 　 　 1階は商業2階は住宅の関係性をゆる く する 案。 使われていない場所はま ちの人のシェ ア
　 　 　 ス ペース と なる

① 「 食」 のシェ ア ハウ ス
　 　 　 ひと り 暮ら し を し ている 高齢者が集ま っ て住む場所。 共同で食堂を 開く 。

② 小商いの集合住宅
　 　 　 普段主婦を し ている 人や大学生など が小商いを する 土間ス ペース を も つ

③ 拡張する 暮ら し
　 　 　 暮ら し や商業は普段と 変わら ないが、 と なり の建物の余白を も ら い
　 　 　 食事ス ペース を 開いてみたり 、 ショ ッ プを 経営し たり

④ ま ちのひろ ば
　 　 　 近隣住民がこ の場所にやってき て商いを する 。 1日単位の貸ス ペース で自由に利用でき る

⑤ ま ちの休憩所
　 　 　 1階は商業2階は住宅の関係性を ゆる く する 案。 使われていない場所はま ちの人のシェ ア
　 　 　 ス ペース と なる

改修
新築

新築

改修

改修

①

②

③

④

⑤

１ 　 「 食」 のシェ ア ハウ ス

1 階平面図

小学生の通学路と なる よ う なみちを
つく り 食やも のづく り など 、 住ま う
人と の関係を も つ

人の通り の多い角地の縁側空間

リ ビ ン グ

ベラ ン ダ

小商い

暮ら し暮ら し暮ら し商い商い商い

土間は住宅内部へと 連続し ていき 、 商いと 暮ら し の
境界を ゆる く つないでいく

全１ ５ 戸の住居は、 みちから 引き 込ま れた
路地のよ う な空間が住宅内部へと 続いていく

２ 　 小商いの集合住宅

2 階平面図

周辺には、 1 階が商業、 2 階
3 階がオフ ィ ス や住宅が立ち
並ぶ。 ひと つの建物のス ケ ル
ト ン を 残し 、 お隣さ んが拡張
し て利用する こ と で、 商業と
住居と の関係性を 広げる 。

シェ アキッ チン

隣のご 飯屋さ んの隣のご 飯屋さ んの隣のご 飯屋さ んの
オープン な座席を 設けるオープン な座席を 設けるオープン な座席を 設ける

と なり の住民が塾を 開くと なり の住民が塾を 開くと なり の住民が塾を 開く

シェ アオフィ ス

勉強スペース

３ 　 拡張する 暮ら し

商店街のみち

レ ス ト ラ ン の
食事ス ペース

住居の拡張土間

減築し た場所が人の通り 道と なる

４ 　 ま ちのひろ ば

周り に住む住民の
商いス ペース や仕事場と なる

週末にはオープン カ ーがやっ てく る

減築する こ と でみちを つく り 奥のひろ ばに人を 引き 込む

住ま う 人の変化に伴っ て、 部屋を 貸し たり 開いたり

近く に住む人の仕事場

シェ ア キ ッ チン

空 き 店舗 を 減 築 する こ と で人 の 道 を つく る

生活が土間にあふれ出すよ う に暮ら す

５ 　 ま ちの休憩所

1 階は店舗、 2 階が住宅。
店舗は半分ほど 空き 店舗と なっ ており 、 奥にひと が来ない
場所であっ た。 そこ で空き 店舗を ひと の通路と し たり 、 奥
の店舗へのみちを つく る こ と で人を 引き 込む。

現状の店

× 空き 店舗
□営業店舗

2 階平面図

1 階平面図 1 階平面図

2 階平面図 3 階平面図

1 階平面図 1 階平面図 2 階平面図

切株の腐朽に伴い、 約 5 年ごと

に間伐し て新たな切株を作り 、

床から 上の小屋を移動さ せて、

森林を切り 拓く 。

こ の小屋では、 人が森林の中に

し っかり と 身を置いて人工林を

味わう こ と ができ る ので、 森林

の滞在性が向上する 。

人が生木の風化を体感でき るこ

の建築は、 人工林の今後を考え

る 契機にな

屋根　 10 枚 屋根の架構 縦 4 本＋横 11 本 防水シート 柱　 4 本

床　 8 枚 床の架構　 縦 2 本＋横 9 本
太陽光発電 雨水貯留

住民の生活が溢れ出す個人の土間を も つ

趣味が溢れ出し 、 交流し あ う趣味が溢れ出し 、 交流し あ う趣味が溢れ出し 、 交流し あ う

こ ど も たちが訪れるこ ど も たちが訪れるこ ど も たちが訪れる

仕事土間と
ダイ ニン グの土間が
連続する

仕事土間と
ダイ ニン グの土間が
連続する

仕事土間と
ダイ ニン グの土間が
連続する

ダイ ニン グ から 水回り
ま でつながる
ダイ ニン グ から 水回り
ま でつながる
ダイ ニン グ から 水回り
ま でつながる

各部屋ま でが土間でつながり
各々のも のが溢れ出す。
各部屋ま でが土間でつながり
各々のも のが溢れ出す。
各部屋ま でが土間でつながり
各々のも のが溢れ出す。
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東洋大学ライフデザイン学部 人間環境デザイン学科　向田 大亮

自 然 回 帰自 然 回 帰

さいたま住宅検査センター賞

工学院大学建築学部建築デザイン学科　阿部 泰征

痕跡への応答　痕跡への応答　-釜石鉱山選鉱場跡地における資料館の提案-

さいたま住宅検査センター賞

高齢化・過疎化が進んでいる日高市において、朝鮮半島の歴史を後世に継承し、故人が土に還る
納骨堂の墓地空間の提案。

今までの風景を作っていた建築がなくなった時そこには
何が残るだろうか。
今回の研究では擁壁の配置、模様をヒントに建築を作り、
これまでの建築の系譜を引き継ぎながらも新たな建築的
特徴が出てくると仮定した。
「痕跡をヒントとしながら今の環境に対して他律的な建
築」をテーマに釜石鉱山選鉱場跡地に鉱山の歴史を伝え
る資料館を提案する。

自然堤防

高麗川

平地

高麗川の流れ

動線

彼岸花彼岸花彼岸花

「葉は花を思い、花は葉を思う」

「相思華」

彼岸花の
花と葉は出会うことがない

花と葉を融合させたイメージの構造

＋

休憩所

WC

資料館

広場

礼拝堂

地下平面図

納 骨 堂

72000

4
0
0
0
0

4
１
８
0
0

５４８00

敷地図・１F 平面図

事務室

アイソメ図

配置図・動線図

彼岸花・大柱の構造

解体前

ホッパー

ホッパー跡

銅選鉱場跡

シックナー跡

石灰選鉱場跡トロッコ軌道

トロッコ整備工場

解体後解体後解体後

FL０

EV

FL+6500

+13000

+13500

+20500 +21000

+19500

+19500+20000

+20500

+28000

+28000

第九展示室

第七展示室

第八展示室：模様を対比させながら外の景観を見る。

第五展示室

第四展示室

第三展示室

第二展示室

第六展示室

第一展示室

入口

A-05

休憩広場

休憩広場

高麗郡歴史資料館

礼拝堂

事務室

エント ラ ンス ホール

位牌棚

小柱
大柱

計画案
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東京電機大学理工学部理工学科　陳  禹行・高井 祐来

高架×学び舎　高架×学び舎　～首都高速道路の活用による新たな川辺空間の提案～

ＪＩＡ埼玉優秀賞
日建学院賞

日本工業大学建築学部建築学科　齋木 陸斗

農と食のふれあいファーム　農と食のふれあいファーム　-菖蒲町における自然と共存する交流拠点-

総合資格学院賞

日本橋上空を走る首都高都心環状線は開通から半世紀以上が経過し、高架は構造物の高齢化が
問題視され、2019年に神田橋JCT～江戸橋JCT間を、地下ルートで整備することが決定した。
首都高速地下化に伴ってその役目を終える既存高架道路を保存し、日本橋川という場所の特性
を生かして再活用することで、新たな都市空間の在り方を提案したいと思いました。

埼玉県北東部に位置する久喜市菖蒲町では、面積の約6割に農地と田園風景が広がっている。江戸時代の新
田開発による見沼代用水が築かれ、当地は水運の交流拠点として栄えた。現在では県道沿いの農産物直売所
に、地元農家の野菜を求めて多くの客が訪れ、稲作や梨をはじめとした農業が盛んな町となっている。
その一方で、農業従事者の高齢化や後継者不足は深刻な問題となってい る。
そこで本計画では、菖蒲町を計画地として、農を取り入れた生活を送ることのできる、地域に根差した建築
を提案する。住居棟や宿泊棟は、農と食に触れる生活の場であり、自ら育てた野菜を食べることができる。
また、居住者や宿泊者、貸農園の利用者が育てた野菜を直売所とカフェで提供する。休憩棟には採れたて野
菜を使えるキッチンスタジオとBBQ テラスがあり、料理と食事を通じて地域の人が気軽に農に触れる体験
ができる。この建築から､地域における自然との向き合い方を考え､農のある暮らしが広がることを期待する。

廊下を軸に展開する学校
空間は 2層でつくり教室
間にゆとりを持たせるこ
とで回遊性を確保する。
教室上をパブリックスペ
ースとすることで互いの
存在を認識し、交流のき
っかけとなる。

歴史のある橋を歩行者専用にすること
で、学生にとって安全な学校の入り口と
なる。また敷地周辺の喫煙所とされた公
園を有効活用し高架上へのアクセスポイ
ントとした。

水面は高架の影響で暗所化している。
だが、むしろこの状況を利用し、教室の床で
蓋を閉じ部分的に光を通すことで相対的な光
の明暗により魅力的な空間を演出する。

体育館
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0
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進路資料
PTA室

教育相談室

GL+2000

GL+2000

トイレ

環境

音楽室

　一般用散策路

　廊下

オフ ィ ス ビ ルが外側に向かっ て

建てら れている ので高架を 撤去
し ても 表空間にはなら ない。

高架やオフ ィ ス ビ ルを活用し 川の方へ人々が

流れていく 環境を つく る こ と で川を 表空間化する 。

学校機能を挿入する
・ 少子化対策、 交通の利便さ →流入人口や年少人口増加↑

・ 敷地の周辺には歴史を 感じ 取れる 建造物が多く 点在する
・ 高架下に学校を 建てる こ と によ っ て児童生徒から 親世代ま での意識が川へ向けら れる

断面図

木架構 /環境と 調和する 登り 梁

構造アイ ソ メ 図

休憩棟 /農を通じ て食育を学ぶ場 宿泊棟 /農を体験し 緑に囲ま れた生活を送る 場

宿泊棟 2 階平面図

宿泊棟 1 階平面図

配置兼 1 階平面図

住居棟 2 階平面図

住宅 A 断面図

販売棟・ 住居棟断面図

住居棟 /日常の中に農を取り 入れる 場販売棟 / 地域と 農のある 暮ら し が繋がる 場

休憩棟・ 宿泊棟断面図

屋根伏兼配置図

自然と 共存する 暮ら し 休憩棟

水路と 水田

販売棟 住居棟

宿泊棟

ビ オト ープ

計画地の現状

菖蒲町の特色 / 農業と 流通業が共存する 町設計主旨

1 階平面図

高架上を緑化させサイクリングロードや
遊歩道といったパブリックスペースとし、
部分的に児童生徒用の校庭として活用し
ていく。
街並みや自動車の往来、
川や学校の様子が垣間見
える高架上は都心の新た
なオアシスとなる。



芝浦工業大学システム理工学部環境システム学科　今泉 友希総合資格学院賞

第２ ３ 回卒業設計コ ン ク ール

ヤネが織りなす意識の拡張　ヤネが織りなす意識の拡張　－草加の核となる生活ケア拠点－

今日、高齢者福祉施設等の介護の場では、高齢者の活動が施設内で完結し、外部との関係性に乏し
い閉じた場となっている。これからは、地域に対して新しい介護の在り方が求められる。
そこで、高齢者と地域住民が互いに場を共有 し、見守り合う生活ケア拠点こそが新しい介護の在り
方だと考えた。高齢者と地域住民とが互いの活動を意識し合う環境を様々な種類の「ヤネ」でつく
りだすことによって、可能にした。

03. 提案 ―草加の核となる生活ケア拠点―

現在の高齢者介護施設 草加の核となる生活ケア拠点
地 域住 民

高齢 者
地 域住民 地域住民 高齢者

工作の場

運動の場

食事の場

公園
【凡例】

公共施設 草加松原団地 0 10 25 50 100 200 400（m）

敷地環境 / マスタープラン計画

 現在の高齢者介護施設は、食事や運動などの複数の生活活動が一つの空間に詰め込まれている。「草加の核となる生活ケア拠点」では、「食事の場」、「運動の場」など、生活活動によって複
数の場を選択できるように設けた。高齢者と地域の住民は、各々の目的のために場を利用しながらも、互いに共通の場を通して協働し合いながら様々な活動を行うことができる。高齢者と地
域住民が互いに場を共有し、見守り合う生活ケア拠点こそが新しい介護の在り方だと考えた。対象敷地だけで完結せずに、地域全体へと活動が広がっていく拠点となる空間とした。

￥

￥

￥

事業 所

コンテンツ ・場所の提供

生活ケア拠 点

利用者（モ ビリティ利用者 含）
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イ ベント開催・参 加・協力
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移動 販売サービス・
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管理・運営
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テナント貸 し

出張所設置売上 賃貸料

04. システム

―モビリティステーション―

―みちのデザイン―

Super Section    S=1:1500(A1)0 10050 300(m)

草加松原団地

高架
対象敷地 旧日光街道 文化会館中央図書館

―モビリティステーションの拡充―

文化会館、松原団地等にモビリティス
テーションを拡充させ、地域住民のまち
への活動を促す。提案建築を中心とした
モビリティネットワークを
構築する。

05. マスタープラン
街の連続性を断っている高架を利
用する。高架下空間にモビリティ
ステーションを設置することで、
団地の高齢者のみならず、駅を利
用する人たちがまちの活動に参加
する機会を増やす。

提案建築への動線としての役割だ
けでなはく、地域住民の憩いの場
としての役割をもつ。車、人、パー
ソナルモビリティの動線を分ける
ことで、安全に地域を移動できる。
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超高 齢社会にお いては、 多死への精 神的対応 が不可避で ある。
私自身 も例外では なく、祖父 母の死を 経験した。

今日、病 院や高齢 者福祉施設 等の介護 の場では、 高齢者の活 動が施設 内で完結し 、外部と の関係性に 乏しい閉 じた場とな っている 。
その際、 漠然とした 死への不 安を抱き、 故人との思 い出がそ の不安を取 り除く一 つとなった 。

高 齢者自身や 介護士、 さらには地 域に対し て新しい介 護の在り方 が求めら れる。
そこで、 屋根を新 しく「ヤネ 」として 定義し、高 齢者と地域 住民と互 いの活動を 意識し合 う環境を作 り出した 。

ヤネが織りなす意識の拡張
―草加の核となる生活ケア拠点―

01. 背景 ―高齢者介護施設の社会的隔離―

2015 2020 2025 2030 2035

307 万人

258 万人

43
万 人

215 万人

一 億活 躍 社会 ・介 護 職ゼ ロが
実 現さ れ た場 合の 介 護職 の
人 材需 要 の推 移

介護 職の 人 材供 給の 推 移

228 万 人

79
万 人

将来の介護需給

2012 2016 ( 年 )0
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( 万件 )

43,440

23 ,763

43 ,399

20 ,182

19 ,677 23 ,217

小規模 以外小 規模

デイサービス事業所数推移

 今日の日本は、高齢者が増加する一方で、介
護人材が不足し介護需給のバランスにギャップ
がある。
そのため介護する側は、多くの業務をより効率
的にこなさなければならない状況にある。また、
デイサービスの減少に伴い、介護予防や介護を
必要とし始めた高齢者の居場所も減少している。

 高齢者介護施設は、高齢者が生活活動をこな
すだけの閉ざされた施設となっている。

02. 敷地 ―埼玉県草加市―
 埼玉県南東部に位置する草加市は、他県か
らの高齢者の転入率が転出率と比べて高い。
東京のベッドタウンとして発達してきた一
方、今後は急速な高齢化が予想され、高齢者
の居場所が減少していく恐れがある。①高齢
化率が高いこと（草加松原団地）、②公共性が
低く整備の余地があること、③駅から近いこ
と（多くの人々の利用機会を高めるため）の
３点から対象地を選定した。対象地に隣接す
る綾瀬川沿いの旧日光街道は、地域住民の憩
いの場となっている。しかし、対象地西側の
高架により高齢者にとって、対象地にアクセ
スしにくい場でもある。

０
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50 (% )

転入率 転出 率
0-19 歳 20-39 歳 40-59 歳 60-79 歳 80-99 歳

草加市年齢別転入出率

様々な種類の ヤネ―敷地特性とヤネ―

―ヤネによる意識の拡張―

旧日光街道沿いは、昔は、宿場町として多
くの建物が並び屋根が連なり合っていた。
場を形成している “屋根” を、生活ケア拠
点としてまちに溶け込むように様々な種類
の “ヤネ” として定義し、デザインアプロー
チを行った。

・各々の場への誘い
ヤネにより生み出された庭により、内部空
間と外部空間が曖昧につながる。建築内部
の場に目的がない利用者を誘うことで、偶
発的な交流の創出を可能にする。

・建築の一体化
ヤネにより生み出された各々の庭が連鎖す
ることによ り、内部空間の 孤立化を防 ぐ。
建築の一体化を図ることで、利用者同士に
つながりを生む。

・環境に応じた場の形成
ヤネが流れる方向や高さにより、光や風を
各々の空間に取り込む。内部空間、外部空
間それぞれが環境に応じて場を形成するこ
とで、利用者が意図せず交わる。

ヤネ材 垂木ガラス

06. 設計手法
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07. 断面計画 ―BB´Section―

―CC´Section―

芝浦工業大学システム理工学部環境システム学科　冨永 典子

ＩＯＲＩ　ＩＯＲＩ　－グリーンロードから始まる地域の一期一会－

日建学院賞

現在、核家族化や地域コミュニティの希薄化により、一人暮らしではない人でも、家庭の悩みを打
ち明けられる相談相手が身近にいないことから約40％の人が孤独を感じている。
本計画では、日本古来の茶室の精神とふるまいの体験を通して、私たちに合った方法で地域の人と
の一期一会が生まれる場をつく る。悩みを相談できず、孤独を感じている人々に、地域で寄り添う
場と新たな人との出会いを与える。この建築は草木を結んでつくられる小さな家「庵」のように人
々を結びつけ、支え合う地域の家である。
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ふるまいと空間機能 グリーンロードから茶室の体験が徐々にちりばめられ、パブリックなものからプライベートなものへと移り変わっていく。
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グリーンロードを挟んで向かい合う建築は人々に立ち寄る場の選択肢を与える。
公共的な空間から徐々に私的な空間に上がっていき、最後には高みからグリーンロード全体を見渡し、自分について振り返るようになる。呼応し合う建築
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三角形の敷地のどこからでも人々の意識が向かうように中廊下を計画した。

グリーンロードを眺めながらテラスの前で休憩

することでリラックスし気分転換できる。

生活用品を販売。食の場の食料雑貨も買うことが

できる。
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新た人と出会い経験を共有し人々との
距離を近づける。

襖が開けることで、広い空間でくつろぐ
こともできる。

東屋は人々が留まる空間となり、活気を生み出す。

くつ ろ ぎデ ッキ
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事 務所

茶室

小さな空間とすることによりオーナーと
客を近づける。
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参加者（ 受賞者） 一覧

審査結果 地名 氏　名 学　校　名 作　品　名

埼玉県知事賞 埼 北本市 宮本　早紀
実践女子大学生活科学部

生活環境学科

北本循環交流神社 
～氏子が生み出す多世代コミュニティ～

準埼玉賞
埼 大宮区
錦町・大宮駅

高波　晴夏
実践女子大学生活科学部

生活環境学科

Green.Blue.Stage.Less

～世界を導く 大宮浮遊鉄道・都市計画～

埼玉建築設計監理協会賞 馬場　琉斗
工学院大学建築学部

建築デザイン学科
東京浸透水域
-根となる擁壁の更新と幹となる建築の更新-

準埼玉建築設計監理協会賞

JIA埼玉優秀賞
野本　榛奈

日本工業大学建築学部

建築学科

受け継ぐ学び舎

厩の改修と道具小屋の再生による養沢活性化

特別審査員賞

JIA埼玉最優秀賞
埼 さいたま市 山口　華奈

東洋大学理工学部

建築学科

自然と暮らす

-他生物の器となりうる建築-

特別審査員賞 埼 東松山市 渡邉　啓介
ものつくり大学技能工芸学部

建設学科

仮設的な山羊小屋のビルド/デザイン

埼玉県東松山市農園の看板ヤギレスキュー

特別審査員賞 埼 秩父 平原　朱莉
日本女子大学家政学部

住居学科

生木の風化と循環を体感する

-原始の思考と現代の技術で再生する人工林-

埼玉県住宅供給公社賞 埼
越谷市

蒲生
野口裕莉菜

日本大学生産工学部

建築工学科
みちが続く先に

さいたま住宅検査センター賞 埼 日高市 向田　大亮
東洋大学ライフデザイン学部

人間環境デザイン学科
自然回帰

さいたま住宅検査センター賞 阿部　泰征
工学院大学建築学部

建築デザイン学科

痕跡への応答

ー釜石鉱山選鉱場跡地における資料館の提案ー

JIA埼玉優秀賞

日建学院賞

陳　禹行

高井　祐来

東京電機大学理工学部

理工学科

高架×学び舎

～首都高速道路の活用による新たな川辺空間の提案～

総合資格学院賞 埼
久喜市

菖蒲町
齋木　陸斗

日本工業大学建築学部

建築学科

農と食のふれあいファーム

-菖蒲町における自然と共存する交流拠点-

総合資格学院賞 埼 草加市 今泉　友希
芝浦工業大学システム理工学部

環境システム学科

ヤネが織りなす意識の拡張

－草加の核となる生活ケア拠点－

日建学院賞 冨永　典子
芝浦工業大学システム理工学部

環境システム学科

IORI

－グリーンロードから始まる地域の一期一会－

奨励賞 埼 所沢市 清水　翔斗
芝浦工業大学システム理工学部

環境システム学科
シェアする新しい生活のカタチ

奨励賞 埼
さいたま市

大宮区
箕輪　彩花

実践女子大学生活科学部

生活環境学科

Entice wall archit 魅力的な繁華街を生活空間に誘う手法

～大宮南銀摘出増殖計画～

奨励賞 埼 川越市 秋山　悠里
東洋大学ライフデザイン学部

人間環境デザイン学科
日常の中の結

奨励賞 埼 飯能市 詠　里乃
日本大学生産工学部

建築工学科
Villa Hygge

奨励賞 埼 熊谷市 郭　雨晨
ものつくり大学技能工芸学部

建設学科
視覚を扱わなくても廻れる建築空間

奨励賞 埼 川越市 平野　三奈
日本大学生産工学部

建築工学科

時のかけら

-ちいさなこどもの世界-

奨励賞 埼 上尾市 中原　知希
東洋大学理工学部

建築学科

街の記憶

～地域を深く知るために～

奨励賞 埼 熊谷市 小澤　大希
東京電機大学理工学部

建築都市環境学科

身近な河川

～熊谷市新星川沿いに沿ったまちづくり提案～

奨励賞 棚田　悠介
東京電機大学未来科学部

建築学科
町を纏う「帯」は人を象る

奨励賞 前田　　仁
東洋大学理工学部

建築学科

山海地性ニ回帰ス

-走水道中、まちを結ぶ物語-

奨励賞 住吉　祥季
東洋大学ライフデザイン学部

人間環境デザイン学科

祝祭空間の再興

-道橋櫓酒場-

奨励賞 片岡　俊太
日本工業大学建築学部

建築学科

時を超えた大地の護り場　
つくば市金田城趾に重ねる借り暮らしの長屋

奨励賞 鈴木　なみ
東京電機大学未来科学部

建築学科
Arts & Crafts

奨励賞 渡邊　大也
ものつくり大学技能工芸学部

建設学科

居住空間としてのモバイルハウスの設計

—プロトタイプによる日本一周の実証実験を通して—

奨励賞 真塩　凌弥
東京電機大学未来科学部

建築学科
流動する余薫


